
川内駅コンベンションセンターの愛称決定について 

 

 令和２年秋、川内駅コンベンションセンターがオープンします。川内駅コンベンションセンターが地域内外を

問わず、人々が気軽に集い、様々な交流・活動の拠点となり、より多くの皆さまに愛され親しまれる施設となる

よう愛称募集と愛称投票を行ったところ、全国から１，００５件の応募と市民の皆さんによる３，６４８票の愛

称投票がありました。 

愛称選定委員会の厳正な審査を経て、このたび愛称を「ＳＳプラザせんだい」に決定しました。 

 多くの応募と投票をいただき、ありがとうございました。 

概要は以下のとおりです。 

 

■ 愛称の概要 

 １ 愛 称 

   ＳＳプラザせんだい 

   ※ 市外に広く周知するために最優秀賞の「ＳＳプラザ」に「せんだい」を付記 

 ２ 愛称の由来（意味や込められた想いなど） 

   「Ｓ」＝ Satsumasendai（薩摩川内）、Spirits（スピリッツ）、Square（広場）、Show（見せる）、Smile

（笑顔）、Shine（輝く）など、たくさんのＳが重なり合って、コンベンションセンターが市の魅力を発

信する施設になってほしいとの期待が込められています。 

 

■ 募集の概要 

 １ 募集期間 

   平成３１年２月８日（金）から平成３１年３月１５日（金）まで 

 ２ 応募方法 

    応募用紙に必要事項を明記の上、郵送・持参・ファクス・電子メール 

  ３ 応募用紙の設置場所 

    市ホームページ上、市役所（本庁２階総合案内および５階施設課）、各支所、中央図書館、少年自然の家、

サンアリーナせんだい、川内文化ホール、国際交流センター 

  ４ 応募総数 

    １，００５作品（県内５４４作品、県外４６１件） 

 

 ■ 愛称投票の概要 

  １ 投票期間 

    令和元年５月１０日（金）から令和元年６月７日（金）まで 

  ２ 投票方法 

    投票用紙に必要事項を明記の上、投票箱に投函または郵送・ファクス・電子メール 

  ３ 投票箱設置場所 

    市役所（本庁２階総合案内および５階施設課）、各支所、中央公民館、中央図書館、サンアリーナせんだ

い、川内文化ホール、国際交流センター、川内駅観光案内所、鹿児島純心女子大学 

  ４ 投票総数 

    ３，６４８票（有効３，５１９票、無効１２９票） 

 

 

 

 ■ 受 賞 

  １ 最優秀賞  １点（３万円相当の特産品） 

     愛 称  「ＳＳプラザ」（愛称投票９３９票獲得） 

     受賞者   池永 一広（いけなが かずひろ）さん（大阪府高槻市） 

 

  ２ 優 秀 賞  ４点（１万円相当の特産品） 

   ⑴ 愛 称  「フレンドピア」（愛称投票８３５票獲得） 

     受賞者   池永 一広（いけなが かずひろ）さん（大阪府高槻市） 

⑵ 愛 称  「川内大綱ホール」（愛称投票６５２票獲得） 

  受賞者   永田 りゅうみ（ながた りゅうみ）さん（薩摩川内市） 

⑶ 愛 称  「アスタせんだい」（愛称投票６０５票獲得） 

  受賞者   池永 一広（いけなが かずひろ）さん（大阪府高槻市） 

⑷ 愛 称  「Ｌメッセせんだい」（愛称投票４８８票獲得） 

  受賞者   入江 浩樹（いりえ ひろき）さん （薩案川内市） 

 

 ■ 愛称選定手順 

   １次審査として、応募作品１，００５作品の中から愛称選定委員会で選考を行い、最終的に５作品を優秀

候補作品として選定。 

   その後、２次審査として５作品による愛称投票を行い、その結果をもって愛称選定委員会で最優秀作品１

点と優秀作品４点を選定し、最終的に市長に報告を行い決定しました。 

 

  ※ 川内駅コンベンションセンター愛称選定委員会開催状況 

    開 催 日：平成３１年２月１９日（火）、平成３１年４月１０日（水） 

令和元年６月１９日（水） 

    委  員：中村 航洋  株式会社日本政策投資銀行 南九州支店長 

         柿元 美津江 鹿児島純心女子大学 教授 

         上村 健一  川内商工会議所 専務理事 

         中島 道彦  薩摩川内市商工会 事務局長 

         土器手 正之 公益財団法人川内青年会議所 理事長 

         川原 和代  薩摩川内市女性団体連絡協議会 理事 

         赤﨑 弘煕  薩摩川内市地区コミュニティ協議会連絡会 会長 

         宮野 帯刀  平佐西地区コミュニティ協議会 会長 

         濵田 翔吾  株式会社薩摩川内ＭＩＣＥ 

    選定基準：① 施設の特徴やコンセプトがイメージできるもの 

         ② 親しみやすく覚えやすいもの 

         ③ 発音しやすく印象に残りやすいもの 


